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ＪＲ貨物労組青年部は７月１５～１６日に、熱海温泉「ホテル・

サンミ倶楽部」にて『第３８回定期全国委員会』を開催し、全国か

ら委員４１名、傍聴２７名が結集しました。 

冒頭、池尻青年部長が本部青年部長として最後の挨拶を行ない、「コ

ロナ禍以前を超える取り組みをつくり出し、青年部が貨物労組運動

を牽引しよう」と呼び掛けました。 

来賓には中央本部・村上委員長をはじめ、

全国ＯＢ会、ＪＲ総連青年協議会、貨物労連青年部連絡会、美

世志会、９条連から総勢１２名の方々が、ご多忙の中お越しく

ださいました。 

質疑応答では計２３名の委員から発言がありました。各級機

関の取り組みの成果と課題、組織強化に向けた各自の苦悩、平

和の取り組みの重要性、総団結方針の貫徹等々、多岐にわたる

発言が出され、提起された方針に肉付けがされました。 

今定期委員会をもって池尻青年部長、入澤副青年部長、永井

事務長の３人が年齢により退任することから、新たに根岸関東

地本青年部長が本部青年部長に就任し、新体制へとバトンが引き継がれました。 

そして根岸新青年部長の団結ガンバロー！（写真↑）で定期委員会を締めくくり、多

くの皆さんの協力のもと、無事成功裡に終了しました！ 

貨物労組全体が新たな局面をむかえる中、青年部員の為の貨物労組青年部がこの先も

続いていくよう、更なる飛躍に向けてともに奮闘していきましょう！！ 

（その２へ） 


